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Chapter7  映像作品鑑賞(1)　『汝の敵日本を知れ』
Chapter8  映像作品鑑賞(2)　『小さな留学生』

1. 映像作品鑑賞『汝の敵日本を知れ（原題Know Your Enemy:Japan）』（1944）
第二次世界大戦時、米国防総省の依頼で映画監督のフランク・キャプラが製作。敵国日本を敵視、軽蔑するために企画された、戦意高揚・プロパガンダ映画。キャプラは、大衆向映画に長けたハリウッドの監督だったが、国防総省の依頼にもとづき、『われらはなぜ戦うか』シリーズの7本の映画を製作した。これらは軍隊教育の必修となり、一般市民に公開され、翻訳されて海外でも上映されるなど、軍隊教育・世論誘導におおきな成功をおさめた。しかしその後、キャプラの映画班がヨリス・イヴェンスと編集者のヘレン・ヴァン・ドンゲンと共同で製作した『汝の敵・日本を知れ』は、イヴェンスによると、天皇裕仁を戦争犯罪人として描いたことが問題となり、配給されなかったとされる。（しかし下記論文のように、「それを見た」という人の「証言」もある。）この作品が完成した1944年には、すでに米国の政策が「天皇は秩序維持の手助けとして戦後も存続されるべき象徴である」という方向に変更されていたからだといわれる。
（以上は、ドキュメンタリー映画考座「映画作家は20世紀をどのように見つめてきたか」ＢＯＸ東中野ほかより。）
http://www.ne.jp/asahi/polepole/times/ib/cinemaworkshop/documentary.html#
〇下記の論文では、同作は1945年8月5日に公開されたとしている（軍隊内で上映の意味か？）。

竹山昭子,アメリカの戦争ブロパガンダ映画『汝の敵日本を知れ』のメッセージ分析,メディア史研究第７号
特集　国際社会とメディア,ゆまに書房(1998.3)pp.64-81,以下は同論文より引用。
「当時それを見た人の証言―太平洋戦争中、軍の映写技師として『汝の敵日本を知れ』を上映したというサイ・ロック氏は、「とても大きなショックを受けたのを覚えています。私は見事に洗脳されたといってもいいでしょう。」「外国の人々をあれほど極端に誇張して描いた映画は珍しいでしょう。日本人は残虐極まりない連中というふうに描かれていました。映画の目的は、私たちに日本人への憎しみを受け付けることでした。彼等は敵であり、滅ぼすべき相手だったのです。」と証言

「アメリカも―陸軍省、海軍省、戦時情報局等が、アメリカ国民や兵士の教育用に戦争宣伝映画を種々制作した。―「アメリカは、ハリウッドの映画人を結集したが、それは戦争遂行に必要な道義的、政治的土台を固めるためのパワフルで効果的な映画を作らせるためだった。」―アメリカでは、ドキュメンタリーの監督ではなくハリウッドの脚本家や監督たちが動員されたのである。

「キャプラは軍隊教育映画を作るようになったきっかけを次のように記している。―参謀総長ジョージ・Ｃ・マーシャル元帥に呼ばれ国防総省におもむくと、「キャプラ君、私は君と史上初の事実に基づいたドキュメンタリー映画のシリーズを作りたいと思っている。それによって、なぜ我々は戦うのか、そして戦うことの意義を陸軍の兵士たちに説明したいのだ。」とマーシャル元帥に懇請される。「わたしは、マーチャル元帥から兵士たちに見せるための『我々はなぜ戦うのか』という映画を作るように依頼されてからすぐに、レニ･リーフェンシュタールの恐ろしい映画『意思の勝利』を観た。この映画はヒトラーによるユダヤ人虐殺の不吉な予兆ともいうべきものだった。悪魔でさえもこの血の凍るような大スペクタクルを作ることはできなかっただろう。

「キャプラはこの『意思の勝利』のプロパガンダ技法を細かく分析し、「この映画は大砲も打たず一発の爆弾も落とさないで、見るものの抵抗の意思を失わせてしまう心理的武器になっている。」と評している。キャプラはこの映画に大きなショックを受け、「わたしを無力にした。」と、書いている。そして、どうしたら、『意思の勝利』に反撃し、対抗できるものを作ることができるかと悩み、考えるのである。その結果、キャプラが得た解決の鍵は、「アメリカ兵士に敵の非道と我々の公正さを証明することだ。」と思い至るのである。

〇本日の上映ビデオ―『汝の敵日本を知れ』（全60分を授業用に約42分に短縮したﾊﾞｰｼﾞｮﾝで上映）
· 戦地で接収した日本の劇映画やニュース映画を巧妙にモンタージュし、アニメ解説などを追加。

· 祭りの映像など伝統文化もことさら異文化として強調。日本人がやたらと頭をぺこぺこしたり、万歳をするカットの積み上げ、虐殺死体（米兵やアジア人）と万歳する日本兵士のカットバック等。
	『汝の敵日本を知れ』はプロパガンダ映画の典型例として上映するものであり、その内容は誤りやねつ造、そして偏見に満ちていることを明確に認識しておいて頂きたい。しかし、この映像は、現代の私たちが見ても、日本人としての尊厳を喪失しそうな感覚を覚えるような「力」があると思われるので、心して観賞していただきたい。本編前に「米国内の日系人は米国人である」との字幕。それが必要なほど偏見に満ちた内容である。


2.『汝の敵日本を知れ』は昔話だろうか？その響きは今も繰り返して聞こえてこないだろうか？

· 「日本人と我々は理解できない、まったくの異民族だ」「日本では軍人になることが一生の栄誉だ」「彼らにとっての至福は死なのだ」「戦場での死が理想なのだ。戦死すれば神となるのだ。」

→一時期、「タリバン兵は-」「イスラム原理主義者は-」と、同じことがいわれていたのではないか？

· 私たちは『汝の敵日本を知れ』を笑えるのか？

　　　私たちは過去の作品については、その未熟さや無理解を哂うことができるが、現在の私たちの姿を未来人が検証したとき、似たようなことになっているのかもしれない。現在も、私たち自身を含む世界の多くの国・地域において、メディアはかなり偏った内容で流布されていることに注意。

· さまざまな映像メディアは、つねに権力によるイメージ戦略と無縁ではない

　　　「映画界“報国の熱気”士気高揚へ作品制作,テロ後のアメリカ5」　読売新聞2001.12.22　ｐ.6

　　　 「定番の「敵役」作ってきた,アメリカアメリカ1」　朝日新聞2002.1.1　ｐ.1（下記コメントも）

　　 「米戦争プロパガンダ本格化　イラク攻撃姿勢法則通り」　朝日新聞2002.10.4　ｐ.8

韓国の映画監督イ・チャンドンの言葉

「好ましいグローバリゼーション？それはハリウッド的な大音量のスピーカーによる支配ではなく、世界の小さな声にお互い耳を傾けあえることでしょう。」

　　→小さな声に耳を傾ける「力」は、あなたの「教養」にかかっている。本を読め！
3. 「メディア・リテラシー」の必要性

　　メディア・リテラシーとは
1 使える能力　②読み解く能力　③発信する能力

メディア・リテラシーの目標：

　映像プロパガンダなどの影響力に拮抗していくためには、情報の真贋を見極め、巧妙なイメー　

ジ戦略に乗せられない教養と批評眼を持つことが大切である。

　　メディアを意識的かつ　クリティカル（批評的）に評価し、文化とのクリティカ
　ルな距離をもち、メディアの操作に抵抗できることが、　メディア・リテラシー　の目標である。

『メディア・リテラシー：マスメディアを読みとく』（カナダ）オンタリオ州教育省編・鈴木みどり監訳，リベルタ出版,1992

　　
○映像メディアの強い影響力と拮抗しながら聡明につきあっていくために

　映像プロパガンダなどの影響力に拮抗し、巧妙なイメージ戦略に乗せられないような教養と批評眼を持とう。ディアを批評的（クリティカル）に読み解く主体性を確立し、メディアが伝える内容を理解し、その真贋を見極める教養を養うことが大切である。
4.映像作品鑑賞　『小さな留学生』　（張麗玲ディレクター1996年・中日テレビ作品）
1996年５月、フジテレビから放送されたドキュメンタリー作品。自らも中国人留学生だった張麗玲らが制作し、中国本土で大ヒットした『私たちの留学生活～日本での日々』と題されたドキュメンタリーシリーズ10本の中のひとつ。日本で働く父親を追って母と来日した少女・張　素（ちょう・そ）の日本での成長、先生や友達との触れあい、別れを淡々と記録したもの。言葉もわからない９才の少女が２年間の滞日期間中に、家族や周囲の温かな愛情に支えられ成長する姿は、言葉の壁を越え多くの日本の視聴者に感動を与えた。
	○6/2観賞の『汝の敵日本を知れ』と、6/9観賞『小さな留学生』の2本の観賞学習は、期末レポートの課題となりますので、観賞で得た印象をよく憶えておいて、レポートの執筆に活かすようにして下さい。


